





















車運動を、週 4 回 4 週間にわたって行わせた。期間中、毎回トレーニング直後に被験者の同じ一側下肢
















ルゴメータを用いた掌握運動を行わせた。運動負荷強度は 8 RM（Repetition Maximum）とし、トレーニ
























き腕（運動側）で実施した。負荷強度は 8 RMとし、 8回のリストカール運動を 2分の休憩を挟み 5セッ
ト、週 3回 6週間にわたり行わせた。被験者のうち 7名を冷却群とし、毎回トレーニング終了後運動した





















2-4　実験 4： リストカール運動後の活動部位冷却が血漿 Interleukin-6（IL-6）および Vascular endothelial 
growth factor（VEGF）濃度に及ぼす影響
【目的】サイトカインは細胞で生合成され、分泌した細胞自身あるいは近傍の標的細胞表面の特異的
受容体に結合し、細胞の増殖・分化・機能発現を調節する。IL-6は、炎症反応としての作用だけでなく、
筋再生過程においてサテライト細胞に由来する筋芽細胞の増殖を促進する作用もある。VEGFは、shear 
stressの増加などにより血管内皮細胞から産生・分泌され、血管形成の一連の過程で血管内皮細胞に特異
的に作用する増殖因子である。実験 4では、運動後の活動筋冷却が筋力トレーニングに伴う筋および血管
の適応に関係する、IL-6および VEGFの血中濃度に及ぼす影響について検討した。
【方法】実験 3のトレーニング期間開始 1日目のリストカール運動前、直後、30、60、120分後に採血を
行い、血漿 IL-6および VEGF濃度を測定した。
【結果・考察】リストカール運動前後の血漿 IL-6および VEGF濃度は変化せず、サイトカインや成長因
子に対する冷却の影響について検討することはできなかった。
3 　まとめ
本研究の結果、身体トレーニングに伴う持久力の向上、血管径の増大、筋力増加および筋肥大が運動後
の活動筋冷却により小さくなる可能性が示された。この現象が、スポーツ競技者が行うトレーニングで冷
却を併用した際に生じているとすれば、意図したトレーニング効果が十分に得られていない可能性があ
る。
スポーツ活動時のコンディショニングとして冷却を効果的に用いるためにも、今後、実際のトレーニン
グに近い条件でも検討するとともに、そのメカニズムや適切な冷却条件について明らかにするなど、今後
さらに追究していく必要がある。
